
                      
 

 

 佐賀県立図書館の蔵書の中から、高校生にお薦めの本を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

   

    
  

  

 

  

 

 

  

 

 

  

 
  
  
   

  

 

 

 

 
  

■編集■ 佐賀県立図書館 司書ネットワーク課 図書館・司書支援担当（0952-24-2900） 

◎この通信は県立図書館の HP にも掲載しています。蔵書検索もできます。 

☞https://www.tosyo-saga.jp/  お問い合わせはこちらまで 

令和 7 年 2 月号 

（令和 7 年 1 月末発行） 県立図書館通信 

新 刊 図 書 

『世界の中華料理』 

川口 幸大/編 

昭和堂/発行 

資料コード 116554379 

『世界の学校給食・食育の歴史』 

新村 洋史/著 

績文堂出版/発行 

資料コード 116553926 

『猫社会学、はじめます』 

赤川 学/編 

筑摩書房/発行 

資料コード 116549049 

 

『ギネス世界記録 2025』 

クレイグ・グレンディ/編 

角川アスキー総合研究所/発行 

資料コード 116553769 

 

あらゆるジャンルのギネス世界記録を網羅。 

また、「ギネス世界記録」誕生から 70 年を記念

して、70 年間の歴史を 10 年ごとにふり返る。 

日本版オリジナルページ、日本各地の記録も収

録する。 

なぜ中華料理は世界中で食べられているのか。 

アジアはもちろん、欧州、中東、中南米、アフリカ

などでフィールドワークを行ってきた人類学者た

ちが、中華料理がどのように広まり、食べられて

いるのか明らかにする。 

 

学校給食制度の歴史を振り返りながら、世界

の学校給食制度が「食育」「食教育」という民

主主義的な人間形成・人格形成につながる教

育活動として社会的・国政的に認識され制度

化されてきた、その歩みと内実を検討する。 

約 9500 年にわたる猫と人類の歴史のなか

で、もっとも関係が深まった現代。 

「なぜ猫は可愛いのか」「猫島に人はなぜ訪

れるのか」等、5 つの視点から分析し、猫と人

間の幸福な未来を構想する。斎藤環との対談

も収録。 「人を通して本を知る、本を通して人を知る」 

１２月１４日“第６回佐賀県高等学校ビブリオバトル２０２４”を開催し、

佐賀県内６校から高校生１０名のバトラーが参加しました。 

型にとらわれない面白い発表や観戦者もバトラーへの質問というか

たちで参加でき、とても盛り上がりました。今回は、そんなビブリオバト

ルで同世代の高校生が持ち寄った本を紹介します！ 

そんなキャッチフレーズで広まってきている「ビブリオバトル」。 

バトラー（発表者）がおすすめの１冊を持ち寄ってその魅力を語

り、聴衆の投票で最多票を集めた本が「チャンプ本」となります。 

佐賀県では、ビブリオバトルを毎年開催しています！ 

チャンプ本に選ばれた人は、全国大会へご招待！！  

次回のビブリオバトルに挑戦してみませんか！？ 

自己啓発本や口に関するアンケート！？同世代の高校生が読んでいる本の種類ってホントに 

いろいろ！何を読んで良いか分からない方、本の表紙で気になった方は、ぜひ、この本を手に

取ってみてはいかがでしょうか。 

ビブリオバトルって何？ 

5 日間で言葉が 

「思いつかない」 

「まとまらない」 

「伝わらない」がなくなる本 

ひきた よしあき/著 

大和出版/発行 

『N』 

道尾 秀介/著 

集英社/発行 

『口に関するアンケート』

背筋/著 

ポプラ社/発行 

『アルジャーノンに花束を』

ダニエル・キイス/著 

早川書房/発行 

言葉で伝えたいあなたに、、、 

この本、、、 

一体何通りの読み方がある？ 

口！？アンケート！？ 

一度読んでみたら分かります、、、 本当の幸せって何だろう？ 

📚ビブリオバトルを開催しました 

https://www.tosyo-saga.jp/

